
Fig .1.  The ways to pump the doped PCF. 
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【はじめに】高効率な共振器を開発することはレーザーシステムの根幹にかかる課題である。近

年、高出力・高ピークパワーを目的に様々な共振器構造が提案されているが、中でもファイバー

ロッドを用いたものは技術の蓄積もあり実用化されているものが多い。しかし残念なことに活性

物質をコア中に導入することが容易ではなく、増幅波長が活性物質の吸収帯と重なる場合はゲイ

ンの低下を招くことがある。それらの課題克服のために、我々は今回、活性物質をコアではなく

クラッドに導入し、その発光特性を評価したので報告する。 

【実験】ポリマークラッドファイバー（ＰＣＦ）のクラッドに蒸気浸透法［１］を用いてレーザ

ー色素（4-(dicyanomethylene)-2-methyl-6-[p-(dimethylamino)styryl]-4H-pyran：ＤＣＭ）を導入した。

ＰＣＦのコア径は６００μｍであり、クラッド厚は１５μｍであった。この色素を含有したＰＣ

Ｆに４８８ｎｍの色素レーザーのパルス光を照射した。（パルス幅１ｎｓ、繰り返し周波数１Ｈｚ） 

【結果と考察】色素レーザー照射は、レンズによっ

て集光しコア中へ入射する同軸励起とビームをス

トライプ状にしてＰＣＦの側面に照射する側面励

起の二つの方法を行った（図１参照）。同軸励起に

よるＰＣＦからの発光を図２に示す。図２からわか

るようにドーナツ状のＤＣＭに基づく赤色の発光

がＰＣＦから出射していた。クラッド層にあるＤＣ

Ｍを励起できるのは、コア中に入射した励起光のう

ち高次モード光であり、またそれによる発光も高次

モードのみが出射することが示唆された。さらにこ

の発光は励起光のエネルギー密度を増加させると

ともに先鋭化することがわかった。一方、側面励起

の場合はドーナツ状の発光が観測されず、励起光の

エネルギー密度が増加しても先鋭化は認められな

かった。これらのことから、同軸励起では共振器と

して機能する一方で、側面励起では共振器として機

能しないことがわかった。 
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